
参加機関：金沢大学・北陸先端科学技術大学院大学・石川県立看護大学・石川県立大学・金沢美術工芸大学・金沢工業大学・金沢星稜大学・金沢医科大学・ 

北陸大学・金沢学院大学・金城大学・北陸学院大学・金沢学院短期大学・北陸学院大学短期大学部・金城大学短期大学部・金沢星稜大学女子短期大学部・ 

小松短期大学・石川工業高等専門学校・金沢工業高等専門学校 

大学コンソーシアム石川主催  
文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」『学都いしかわ・課題解決型グローカル人材育成システムの構築』 

第 7回障がい学生支援セミナー 

障がい学生が教えてくれたこと 
～大学教育の本質とは何か～ 

 

講師：青野 透  

（大学間連携共同教育推進事業 障がい学生等支援グループ座長・大学コンソーシアム石川 教職員研修専門部会長・金沢大学教授）  

司会：濱田  里羽
（金沢大学 大学教育開発・支援センター 特任助教・大学間連携共同教育推進事業 障がい学生等支援担当） 

時：2015 年 1 月 30 日（金） 18 時 00 分～19 時 30 分（受付 17 時 30 分～） 

所：石川県政記念しいのき迎賓館 ３階 セミナールーム B（金沢市広坂２－１－１） 

（大学コンソーシアム石川加盟高等教育機関に対して TV 会議システムによる配信を行います。５機関まで接続可能ですので、 

ご希望の機関は大学コンソーシアム石川事務局までご連絡をお願いします。） 

 

趣旨 

報告者は、教養部教員として金沢大学に採用され、所属は法学部、大学教育開発・支援センターへと変わったが、27 年間、

教養教育の憲法を教え続けてきた。県内各高等教育機関のほか、福井医科大学（現福井大学医学部）や富山大学でも非常勤講

師をさせていただいた。その間、多くのことを学生から学んだ。特に障がい学生からは、人権尊重という日本国憲法の基本原

理の大事さをあらためて見つめ直すという貴重な機会を得た。教員として未熟だったということだが、大学教育の本質という

これからも問い続けねばならないテーマに近づくヒントを得た気がしている。今年 3月、他大学に移るため当地を離れるこ

ととなった。お世話になった高等教育機関教職員の方たちに、大学コンソーシアム石川における連携への感謝の意味も込めて、

報告をさせていただきたい。このテーマにご関心をお持ちの市民の方々のご来場も大歓迎です。 

 

 なお本セミナーは、文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」『学都いしかわ・課題解決型グローカル人材育成システム

の構築』における FD・SDプログラムの一環として開催します。 

参加お申込み 「第 7回障がい学生支援セミナー申込」とタイトルに記載の上、本文に（１）大学等機関名、 

（２）所属部局名、（３）お名前（一般の方々はお名前だけでも結構です）を記載して、 

mail：kaminashi@ucon-i.jp（担当：上梨）まで送信願います。当日参加も受け付けております。 

※しいのき迎賓館の駐車場をご利用の場合は、最初の 30 分のみ 無料となります。 

問い合わせ先 大学コンソーシアム石川事務局 TEL：076-223-1633 
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